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1. 目的  

 震災から約１年経った時点における丸森町の水、野菜の汚染状況を調べる。 
 
2. 方法 

 丸森町からは、毎週食品検査の依頼がある。水と野菜についてGe検出器で汚染検査を行った。 

 

3．結果（平成２４年４月１９日発表） 

 平成２３年１２月１日～平成２４年２月２９日の間、丸森町から提供された試料の汚染結果を下表にし

めす。表中の数字は、セシウム１３４とセシウム１３７を加えたものである。検出限界値は、これら同位

体のそれぞれについて１ベクレル/ｋｇ（Bq/ｋｇ）以下である。２ベクレル/ｋｇはこれらを加えたもので

ある。 

 

  
 

 表から分かるように、水、野菜の両方について、その汚染状況は検出限界値（２ベクレル/ｋｇ）以下で

ある。 
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